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燃料によって区別されるランタンの種類 

　ランタンの種類は使用する燃料によって異なり、ガス型、ガソリ

ン型、灯油型、電池型等に分類される。このうちガス型、ガソリン型、

灯油型は、燃料を気化、燃焼させてマントル（発光体）が発光す

る仕組みになっている。マントルとは袋状にした繊維に、熱に反

応して発光する特殊な薬品を塗ったもので、から焼きを行って

灰状にすることで発光する。 

　ランタンの構造はいたって単純である。本体下部に据え付け

られた燃料タンク内で圧縮された燃料がジェネレーター（燃料を

気化させる管）を通り、マントル内で燃焼する。マントルを保護す

る部品はグローブと呼ばれ、ガラス製のグローブが一般的であるが、

ステンレスメッシュ製のものもある。ランタン上部を保護する部品

はベンチレーターと呼ばれる天井部分で、この部位は様々な形

状の製品がみられる。材質としてはステンレス、真鍮、アルミニウ

ムなどが使用されている。 

　ランタンは屋外で使用する頻度が高いため、錆に強いことや丈

夫で軽量であることが要求される。ランタン本体の材料には、さら

に加工の容易さが求められ、ステンレスや真鍮、アルミニウム、プラ

スチックなどが、これらの条件を満たす素材として使用されている。 
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鉄の点景 

キャンプの夜にはランタンの灯火がよく似合う。漆黒の闇の中、友や家

族が語り合う会話を、ランタンの灯火がやさしく包み込む光景は、実に平

和に満ちている。 

ランタンとは、もともと手さげ石油ランプのことで、電気やガスのない時代

の灯りを得る道具である。最近では、キャンプなどアウトドアで利用される

灯りをランタンと呼んでいる。ここでは小さなランタンに秘められた歴史を

中心にご紹介する。 

鉄の点景 

燃料タンク 

ベンチレーター 

ベイル（ハンドル） 

ホヤ（グローブ、マントルを保護する） 

 

マントル（明かりを出す発光体で衝撃に弱い） 
 

ジェネレーター 
（燃料タンクから燃料を気化させる管） 
 

燃料バルブ 

グローブガード（ホヤを衝撃から保護する） 
 

ポンプノブ 
（タンク内の圧力をあげる為にポンピングする） 
 燃料キャップ 

■一般的なランタンの構造図 






